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策
定
に
至
っ
た
背
景

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
日
向
市
の
な
か
で
も
、

天
然
の
良
港
で
あ
っ
た
細
島
地
区
は
、
古
く

か
ら
大
阪
な
ど
と
の
交
易
や
、
江
戸
時
代
に

は
南
九
州
各
藩
の
参
勤
交
代
の
中
継
地
と
な

る
な
ど
、
陸
路
と
海
路
の
結
節
点
と
し
て
、

大
い
に
繁
栄
し
て
い
ま
し
た
。

　
明
治
以
降
も
港
の
近
代
化
が
図
ら
れ
、
細

島
港
ま
で
鉄
道
が
敷
か
れ
る
と
、
貨
物
輸
送

の
拠
点
と
な
り
、
南
九
州
地
域
の
経
済
や
産

業
の
発
展
に
、大
き
く
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

　
戦
後
、
昭
和
39
年
に
は
、
日
向
・
延
岡
地

域
が「
新
産
業
都
市
」に
指
定
さ
れ
た
ほ
か
、

昭
和
46
年
以
降
細
島
港
に
は
、
関
東
や
関
西

へ
の
フ
ェ
リ
ー
が
多
数
就
航
し
、
南
九
州
地

域
の
玄
関
口
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
が
利

用
し
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
記

憶
に
も
残
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
後
、
人
の
移
動
や
貨
物
の
輸
送
が
鉄

道
や
フ
ェ
リ
ー
か
ら
自
動
車
に
転
換
す
る

と
、
フ
ェ
リ
ー
航
路
は
次
々
に
廃
止
さ
れ
、

陸
上
距
離
で
は
大
都
市
圏
か
ら
遠
い
と
い
う

地
理
的
制
約
の
中
、
高
速
道
路
の
整
備
の
遅

れ
な
ど
も
影
響
し
、
徐
々
に
南
九
州
の
玄
関

口
と
い
う
機
能
が
失
わ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
環
境
の
変
化
は
あ
っ
た
も
の

の
、
日
向
市
周
辺
の
経
済
・
産
業
活
動
は
依

然
と
し
て
活
発
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
背
景
と
し
た

農
林
水
産
業
は
、
今
後
も
地
域
の
中
心
的
な

産
業
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
近
年
で
は
、
特
に
化
学
・
素
材
産
業
や
医

療
機
器
、
太
陽
電
池
パ
ネ
ル
や
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
２
次
電
池
の
部
材
な
ど
、
新
分
野
・
最

先
端
産
業
の
進
出
や
増
設
が
相
次
い
で
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
産
業
に
よ
る
製
品
な
ど
は
、

国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
細
島
港
を
通
じ
て
世
界

各
地
に
運
ば
れ
、
国
内
シ
ェ
ア
・
世
界
シ
ェ

ア
の
多
く
を
占
め
て
い
る
分
野
も
あ
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
な
か
、
国
に
お
い
て
は
公
共
投

資
の「
選
択
と
集
中
」と
い
う
方
針
が
打
ち
だ

さ
れ
ま
し
た
が
、
細
島
港
は
国
際
貿
易
の
拠

点
性
や
後
背
地
域
の
産
業
活
動
の
発
展
性
が

評
価
さ
れ
、
平
成
22
年
８
月
に
県
内
唯
一
の

「
重
点
港
湾
」に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て

平
成
23
年
度
予
算
に
お
い
て
、
国
の
直
轄
事

業
と
し
て
新
規
事
業
に
採
択（
全
国
６
事
業
）

さ
れ
、
新
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル（
17
号
岸

壁
）の
整
備
に
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
度
に
は
、東
九
州
自
動
車
道「
延

岡―

宮
崎
Ｉ
Ｃ
」間
の
全
線
開
通
が
予
定
さ

れ
、細
島
港
と
高
速
道
路
の
整
備
に
よ
っ
て
、

地
域
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
は
劇
的
に
変
化

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
市
は
、
昨
年
市
制
施
行
60
年
を
迎
え
ま
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
環
境
の
変
化
を
、
未
来
へ

の
飛
躍
の
き
っ
か
け
に
し
、
継
続
的
な
も
の

と
す
る
た
め
、
世
界
と
の
交
易
の
中
心
と
な

る
細
島
港
を
核
と
し
て
、
日
向
市
だ
け
で
な

く
地
域
全
体
の
将
来
像
と
成
長
戦
略
を
描
く

「
細
島
港
を
核
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」

を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
市
長
か
ら

の
諮
問
に
応
じ
て
、
学
識
経
験
者
や
各
種
団

体
な
ど
か
ら
の
委
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た

「
細
島
港
を
核
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

策
定
協
議
会
」で
、
昨
年
６
月
以
降
、
検
討

が
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
３
つ
の
柱
で
構
成

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
①「
細
島
港
を

核
と
し
て
経
済
と
産
業
を
支
え
る
」、
②「
細

島
港
を
核
と
し
て
、
賑
わ
い
と
潤
い
を
も
た

ら
す
」、
③「
細
島
港
を
核
と
し
て
、
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
」と
い
う
３
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

①
で
は
、「
細
島
港
の
整
備
」、「
海
上
ア

ク
セ
ス
の
強
化
」、「
陸
上
ア
ク
セ
ス
の
強

化
」、「
産
業
の
振
興
と
企
業
の
誘
致
」の
項

目
を
取
り
上
げ
、
細
島
港
や
高
速
道
路
の
整

備
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
な
ど
の
ソ
フ
ト
部
分
の
充
実
や
、

地
域
の
成
長
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
産
業
の
振

興
と
、
新
た
な
企
業
・
産
業
の
誘
致
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
の
②
で
は
、「
賑
わ
い
と
潤
い
の
あ
る

日
向
市
」に
向
け
て
、
細
島
港
へ
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
客
船
の
誘
致
や
、
歴
史
と
文
化
を
活

か
し
た
観
光
振
興
に
向
け
た
取
り
組
み
、
景

観
保
全
や
緑
化
と
い
っ
た
潤
い
の
あ
る
空
間

を
創
出
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

最
後
の
③
で
は
、「
津
波
な
ど
に
対
す
る

防
災
・
減
災
対
策
」に
つ
い
て
、
東
日
本
大

震
災
を
教
訓
に
、避
難
場
所
の
確
保
の
ほ
か
、

防
災
・
減
災
、
さ
ら
に
早
期
の
復
旧
・
復
興

に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
は
、「
現
状

と
課
題
」、「
今
後
の
取
り
組
み
」、「
将
来
の

姿
」に
分
け
て
整
理
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
計
画
の
期
間
は
、
概
ね
５
年
以
内

の
短
期
、
概
ね
10
年
以
内
の
中
期
、
10
年
後

以
降
の
長
期
と
し
て
い
ま
す
。

地
域
全
体
の
将
来
像

　
こ
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、
日
向
市
エ

リ
ア
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
の
将
来
像
を

描
い
た
も
の
で
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

「 

国
際
都
市
日
向　
10
万
人
構
想

～
最
先
端
・
頭
脳
集
積
型
産
業
の
拠
点

を
目
指
し
て
～
」と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
人
口
と
い
う
指
標
だ
け
で
は
な

く
、
周
辺
地
域
も
含
め
た
産
業
、
観
光
、
環

境
、
防
災
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
10
万
人
と

い
う
数
字
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　
今
後
さ
ら
に
、
最
先
端
・
頭
脳
集
積
型
産

業
の
拠
点
を
め
ざ
し
、
２
次
産
業
を
振
興
す

る
こ
と
で
、
１
次
産
業
、
３
次
産
業
の
発
展

に
つ
な
げ
、
雇
用
の
拡
大
、
地
場
産
業
の
振

興
、
消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
商
工
港
湾
課
港
湾
企
業
立
地
係

　
（
☎
内
線
２
６
３
２
）

　

昨
年
か
ら
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
、
地
域
全
体
の
将
来
像
と
成
長
戦
略
を
描
く

「
細
島
港
を
核
と
し
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ 

ン
」が
、「
同
デ
ザ
イ
ン
策
定
協
議
会
」に
よ

っ
て
策
定
さ
れ
、
２
月
16
日
に
市
長
へ 

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
月
は
、「
細
島
港
を
核
と
し
た
グ
ラ 

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」の
概
要
な
ど
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特　集

日向市産業集積・物流担当理事　矢野 好孝
グランドデザインは、重点港湾に
選定された細島港と、開通間近の
高速道路を活用して、日向市の産
業経済の発展を図るための中長期
的な計画です。これらの基盤を今
後、ビジネス、観光、物流、防災
などの分野でどう活用していける
かが、日向市の成長の鍵となりま
す。確実に成果が出せるよう、市
民の皆さんや経済・産業界をはじ
め関係する皆さんと一体となって
取り組んでいきたいと思います。

interview
細島港を核に
長期的な
成長戦略を

最先端・頭脳集積型産業の
拠点を目指して

「細島港を核としたグランドデザイン」を策定しました

▲ 日向商工会議所や県工業会、JA、県森連などでつ
くる専門委員会とともに策定を進めてきたグランド
デザインは２月16日、同策定協議会会長の山本裕さ
ん（長崎県立大学准教授）から市長へ手渡されました。

▼ 細島港に整備される新国際物流ターミナル（17号
岸壁）の着工式が3月4日、建設予定地で開かれまし
た。事業費は44億円。５万㌧級の大型船が接岸でき
る水深13㍍の岸壁を平成26年度までに整備します。
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市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
財
政
状
況
を

よ
り
分
か
り
や
す
く
示
す
た
め
に
、
平
成

19
年
度
の
決
算
か
ら
、
総
務
省
の
新
し
い

会
計
基
準
に
基
づ
い
た
財
務
書
類
を
作
成

し
て
い
ま
す
。
財
務
書
類
で
は
、
市
が
保

有
す
る
資
産
や
負
債
は
ど
れ
だ
け
か
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
コ
ス
ト
は
ど
れ

だ
け
か
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。

　
平
成
22
年
度
決
算
を
基
に
作
成
し
た
財

務
書
類
の
う
ち
、「
貸
借
対
照
表
」「
行
政

コ
ス
ト
計
算
書
」（
い
ず
れ
も
普
通
会
計
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
貸
借
対
照
表
は
、
市
が
ど
れ
ほ
ど
の
資

産
を
所
有
し
、
債
務
を
負
っ
て
い
る
の
か

の
バ
ラ
ン
ス
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
平
成
22
年
度
を
比
べ
る

と
、
基
金
の
積
増
し
に
よ
り
資
産
が

９
億
６
千
万
円
増
加
し
て
い
ま
す
。
負
債

は
、
地
方
債（
臨
時
財
政
対
策
債
）の
発
行

額
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
３
億
５
千
万

円
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
純
資
産
が
６
億
１
千
万
円

増
額
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、臨
時
財
政
対
策
債
つ
い
て
は
、

後
年
度
に
国
か
ら
全
額
交
付
税
に
算
入
さ

れ
ま
す
。

＜性質別分類＞

人にかかるコスト
7万8千円
20.9％

人にかかるコスト
7万8千円
20.9％

物にかかるコスト
11万1千円
29.7％

物にかかるコスト
11万1千円
29.7％

その他のコスト
1万円
2.6％

移転支出的な
コスト
17万5千円
46.8％

移転支出的な
コスト
17万5千円
46.8％

＜目的別分類＞

総務
3万3千円
8.9％

消防
1万5千円
4.1％

その他
1万4千円
3.6％

教育
3万6千円
9.7％

生活インフラ
・国土保全
5万9千円
15.8％

生活インフラ
・国土保全
5万9千円
15.8％

産業振興
3万8千円
10.2％

福祉
14万8千円
39.7％

環境衛生
3万円
7.9％

環境衛生
3万円
7.9％

＜性質別分類＞

人にかかるコスト
7万8千円
20.9％

人にかかるコスト
7万8千円
20.9％

物にかかるコスト
11万1千円
29.7％

物にかかるコスト
11万1千円
29.7％

その他のコスト
1万円
2.6％

移転支出的な
コスト
17万5千円
46.8％

移転支出的な
コスト
17万5千円
46.8％

＜目的別分類＞

総務
3万3千円
8.9％

消防
1万5千円
4.1％

その他
1万4千円
3.6％

教育
3万6千円
9.7％

生活インフラ
・国土保全
5万9千円
15.8％

生活インフラ
・国土保全
5万9千円
15.8％

産業振興
3万8千円
10.2％

福祉
14万8千円
39.7％

環境衛生
3万円
7.9％

環境衛生
3万円
7.9％

た
も
の
の
２
方
向
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

性
質
別
の
コ
ス
ト
を
見
る
と
、「
移
転

支
出
的
な
コ
ス
ト（
主
に
社
会
保
障
給
付

や
補
助
金
な
ど
）」に
多
く
の
コ
ス
ト
が
か

か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
目
的
別
の
コ
ス
ト
を
見
る
と
、

「
福
祉
」の
割
合
が
高
く
、
続
い
て
道
路
や

公
園
な
ど
の「
生
活
イ
ン
フ
ラ
・
国
土
保

全
」に
多
く
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

経
常
行
政
コ
ス
ト
の
合
計
は
約

２
３
９
億
９
千
万
円
で
前
年
度
よ
り

６
億
５
千
万
円（
２
．
８
％
）の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
な
ど
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
財
政
課（
☎
内
線
２
３
３
８
）

　　
『「
女
だ
か
ら
」「
男
だ
か
ら
」と
い
う
理
由

だ
け
で
生
き
方
を
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

互
い
に
よ
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
対
等
に
参
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

や
能
力
を
十
分
発
揮
し
、
か
つ
責
任
を
分
か

ち
合
う
、
男
性
に
と
っ
て
も
女
性
に
と
っ
て

も
生
き
や
す
い
社
会
』で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
や
経
済
活
動
の
成

熟
、
ま
た
国
際
化
や
家
族
形
態
の
多
様
化
な

ど
で
急
速
に
社
会
情
勢
が
変
化
し
て
い
く
今

の
時
代
を「
男
だ
か
ら
」「
女
だ
か
ら
」「
男

し
か
」「
女
し
か
」と
言
っ
て
い
て
は
、
乗
り

越
え
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
男
性
優
位
の
意
識
や
経
済
力
の
格

差
は
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
や
人
権
侵
害
を

生
み
出
す
土
壌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
つ
く
る
、そ
れ
は
、

特
別
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
思
い
や
る
こ
と
、
認
め
合
う
こ
と
、
能
力

を
生
か
す
こ
と
、
知
恵
を
寄
せ
合
う
こ
と
…

な
の
で
す
。

「
第
４
次
日
向
市
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策
定

　
市
は
こ
の
た
び
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
日
向
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
に
基
づ
き
、
市
民
、
事
業
所
、
各
種

団
体
、
学
校
、
地
域
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
で
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
を
明
ら
か
に
し
た「
第
４
次
日
向
市
男

女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。

◉
計
画
の
期
間

　
平
成
24
年
度
か
ら
28
年
度
の
５
年
間

◉
参
画
プ
ラ
ン
の
基
本
目
標

・「
男
女
の
人
権
の
尊
重
」を
基
盤
と
す
る
男

女
共
同
参
画
意
識
の
涵か

ん
よ
う養

・
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
生
き
方
の
選

択
を
可
能
に
す
る
生
活
環
境
の
充
実

・
男
女
の
共
同
参
画
に
よ
る
多
様
性
に
富
ん

だ
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

◉
計
画
の
体
系（
取
り
組
む
こ
と
）

①
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
、
理
解
の

浸
透
を
図
る
教
育
・
学
習
機
会
の
充
実

②「
男
女
の
人
権
の
尊
重
」を
踏
ま
え
た
人
権

に
関
す
る
教
育
・
学
習
の
充
実

③
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
制
度
・

慣
行
の
見
直
し

④
人
権
尊
重
を
踏
ま
え
た
心
身
の
健
康
支
援

⑤
女
性
の
人
権
を
侵
害
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態

の
暴
力
の
防
止
と
救
済
に
向
け
た
環
境
の

整
備

⑥「
仕
事
と
生
活
の
調
和
」に
向
け
た
就
業
環

境
の
整
備
と
生
活
環
境
の
充
実

⑦
多
様
化
す
る
家
族
形
態
・
生
活
形
態
に
対

応
す
る
環
境
の
整
備

⑧
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
女
性
の
参
画

の
拡
大

⑨
男
女
共
同
参
画
の
視
点
に
立
っ
た
協
働
に

よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進

⑩
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
に
向
け
た
推

進
体
制
の
整
備

「
日
向
市
配
偶
者
等
か
ら
の
暴
力
の

防
止
及
び
被
害
者
支
援
計
画
」も
併

せ
て
策
定
し
ま
し
た

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
の
根
絶
、ま
た
、

被
害
者
支
援
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、「
日
向
市
配
偶
者
等
か

ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
支
援
計
画
」

を
併
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。　
　

　
配
偶
者
な
ど
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な

る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
あ

り
、「
家
庭
内
・
個
人
の
問
題
」に
と
ど
ま
ら

ず
、「
社
会
的
な
問
題
」で
す
。
市
民
一
人
ひ

と
り
が
、
暴
力
を
許
さ
な
い
地
域
社
会
づ
く

り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

問
市
民
協
働
課
男
女
共
同
参
画
推
進
係

（
☎
内
線
６
２
５
２
）

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
…

土地や建物など
183万円

現金など
5万円

資 産

資　産　　199万円 負債と純資産　199万円

出資金や
貸付金など
11万円

借入金など
65万円

134万円

負 債

純 資 産

土地や建物など
183万円

現金など
5万円

資 産

資　産　　199万円 負債と純資産　199万円

出資金や
貸付金など
11万円

借入金など
65万円

134万円

負 債

純 資 産

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
市
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
、ど
れ
だ
け
の
費
用（
コ

ス
ト
）が
か
か
っ
た
の
か
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

コ
ス
ト
は「
人
に
か
か
る
コ
ス
ト
」や

「
物
に
か
か
る
コ
ス
ト
」な
ど
コ
ス
ト
の
性

質
別
に
集
計
し
た
も
の
と
、
教
育
や
福
祉

な
ど
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
目
的
別
に
集
計
し

市
民
一
人
あ
た
り
の

経
常
行
政
コ
ス
ト
は

37
万
4
千
円

市民一人あたりの行政コスト計算書

市民一人あたりの貸借対照表（バランスシート） 財
務
書
類
を
公
表
し
ま
す37万4千円

（平成23年３月31日現住人口・64,202人）

37万4千円
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税の公平性を保つために、市税の滞納は許しません－。
　
税
金
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

最
も
重
要
な
財
源
で
す
。
税
は
、
公
平
に

課
税
す
る
だ
け
で
な
く
、
公
平
に
徴
収
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
大
多
数
の
き
ち
ん
と
納
税
さ
れ
て
い
る

人
か
ら
み
れ
ば
、
滞
納
は
不
公
平
に
思
わ

れ
る
は
ず
で
す
。

　
市
は
こ
の
た
び
、
滞
納
処
分
を
強
化
す

る
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
市
県
民
税

（
住
民
税
）、固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
、
滞
納
者
に
対

し
て
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク（
自
動
車
差
押
え
）に

関
す
る
予
告
書
を
送
付
。
そ
の
後
、
納
税

や
相
談
の
な
か
っ
た
人
の
う
ち
、
予
告
し

た
当
日
納
税
の
な
か
っ
た
人
に
対
し
て
タ

イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
引
き
続
き
、
資
力
が
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
、
動
産
、
不

動
産
お
よ
び
給
与
、
預
金
な
ど
の
差
押
え

を
積
極
的
に
実
施
す
る
な
ど
、
き
ち
ん
と

納
税
し
て
い
る
市
民
の
立
場
に
た
ち
、
し

っ
か
り
と
徴
収
し
て
税
に
お
け
る
公
平
性

を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

注
意
事
項

　
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
は
、
で
き
る
だ
け
ド
ラ

イ
バ
ー
の
目
に
付
く
場
所
に
装
着
し
ま

す
。

　
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
を
毀
損
・
破
損
し
た
場

合
は
、
地
方
税
法
第
１
６
８
条（
滞
納
処

分
に
関
す
る
罪
）、
刑
法
第
９
６
条（
封
印

等
破
棄
）、
刑
法
第
２
５
２
条（
横
領
）な

ど
の
法
律
に
よ
り
処
罰
さ
れ
ま
す
。

税
金
の
納
付
相
談
は

・
税
務
課
市
税
収
納
係（
市
役
所
１
階
⑩

番
窓
口
☎
内
線
２
１
１
７
）

・
国
民
健
康
保
険
課
保
険
税
係（
市
役
所

１
階
⑦
番
窓
口
☎
内
線
２
１
２
０
）

タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
装
置
で
、
自
動
車
を
差
し
押
え

▲タイヤロック（車輪止め装
置）の装着イメージ

hyugacity.jp

まちの動き
市 政

Spot

県
か
ら
市
に
事
務
・
権
限
の
一
部
が
委
譲

許認可申請・届出の方法などの詳細は、各担当課へ－。
　
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
、次
の
事
務・

権
限
が
県
か
ら
市
へ
移
譲
さ
れ
ま
す
。

福
祉
分
野

▼
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ
く
、
身
体

障
害
者
相
談
員
へ
の
委
託
に
よ
る
相
談
対

応
、
援
助
／
知
的
障
害
者
福
祉
法
に
基
づ

く
、
知
的
障
害
者
相
談
員
へ
の
委
託
に
よ

る
相
談
対
応
、
援
助
＝
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係（
☎
内
線
２
１
７
１
）

環
境
分
野

▼
騒
音
規
制
法
、
悪
臭
防
止
法
、
振
動
規

制
法
に
基
づ
く
規
制
地
域
の
指
定
、
規
制

基
準
の
設
定
／
環
境
基
本
法
に
基
づ
く
、

騒
音
に
係
る
環
境
基
準
の
地
域
類
型
の
指

定
＝
環
境
整
備
課
環
境
公
害
係（
☎
内
線

６
３
１
０
）

生
活
・
安
全
・
産
業
振
興
分
野

▼
家
庭
用
品
品
質
表
示
法
、
電
気
用
品
安

全
法
、
消
費
生
活
用
製
品
安
全
法
に
基
づ

く
、
販
売
事
業
者
等
か
ら
の
報
告
徴
収
、

立
入
検
査
、
提
出
命
令
／
墓
地
、
埋
葬
等

に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
、
墓
地
、
納
骨

堂
及
び
火
葬
場
の
経
営
許
可
、
立
入
検

査
、
使
用
禁
止
命
令
＝
市
民
課
市
民
相
談

係（
☎
内
線
２
１
４
０
）

▼
ガ
ス
事
業
法
、
液
化
石
油
ガ
ス
の
保
安

の
確
保
及
び
取
引
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
、
販
売
事
業
者
か
ら
の
報
告

徴
収
、
立
入
検
査
、
提
出
命
令
＝
消
防
本

部
予
防
課
予
防
係（
☎
内
線
１
２
３
６
）

▼
工
場
立
地
法
に
基
づ
く
緑
地
面
積
等
に

係
る
条
例
に
よ
る
地
域
準
則
の
制
定
、
特

定
工
場
新
設
の
届
出
の
受
理
、
変
更
命

令
＝
商
工
港
湾
課
港
湾・企
業
立
地
係（
☎

内
線
２
６
３
２
）

▼
中
小
小
売
商
業
振
興
法
に
基
づ
く
商
店

街
整
備
計
画
、
店
舗
集
団
化
計
画
、
共
同

店
舗
等
整
備
計
画
の
認
定
＝
商
工
港
湾
課

商
業
振
興
係（
☎
内
線
２
６
３
６
）

ま
ち
づ
く
り
・
土
地
利
用
規
制
分
野

▼
都
市
再
開
発
法
に
基
づ
く
、
個
人
施
行

の
認
可
／
市
街
地
整
備
課
街
な
か
整
備
係

（
☎
内
線
２
５
１
３
）

▼
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
、
都
市
計
画
の

決
定
／
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
、
土
地
を
譲
渡
す
る
場
合

の
届
出
お
よ
び
土
地
買
取
り
の
申
出
の
受

理
／
駐
車
場
法
に
基
づ
く
、
路
外
駐
車
場

の
設
置
の
届
出
の
受
理
／
高
齢
者
、
障
害

者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す

る
法
律
に
基
づ
く
、
特
定
路
外
駐
車
場
の

設
置
の
届
出
の
受
理
＝
ま
ち
づ
く
り
政
策

課
都
市
企
画
係（
☎
内
線
２
１
６
３
）

▼
農
地
法
に
基
づ
く
、
農
地
等
の
権
利
移

動
の
許
可
＝
農
業
委
員
会
農
地
係（
☎
内

線
２
３
６
３
）

東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
は
東
郷
総
合
支
所
に

東
郷
町
地
域
自
治
区
は
終
了

　
平
成
18
年
２
月
の
新
市
誕
生
以
来
、
合

併
特
例
法
に
基
づ
き
旧
東
郷
域
に
６
年
間

設
置
さ
れ
て
い
た
東
郷
町
地
域
自
治
区
は

２
月
24
日
、
期
間
満
了
に
よ
り
終
了
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
東
郷
町
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
は「
東
郷
総
合
支
所
」に
名
称
を
変
更

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
な
お
、
取
り
扱
う
業
務
な
ど
は
こ
れ
ま

で
と
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
東
郷
地
域
振
興
課
☎
69
・
３
９
０
０

　
市
役
所
の
組
織
改
編

　
市
は
４
月
１
日
か
ら
、
防
災
力
・
福
祉

力
の
向
上
に
よ
る
安
全
・
安
心
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

に
、
新
た
に「
防
災
推
進
課
」、「
い
き
い

き
健
康
課
」、「
国
民
健
康
保
険
課
」を
設

置
し
ま
し
た
。

　
「
防
災
推
進
課（
本
庁
舎
２
階
）」で
は
、

防
災
力
の
向
上
を
目
的
に
、
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
と
防
災
拠
点
施
設
や
情
報
伝

達
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
健
康
課（
本
庁
舎
西
側
日
向

市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）」で
は
、
地
域

医
療
体
制
の
充
実
や
、
各
種
健
診
な
ど
を

通
じ
た
保
健
福
祉
活
動
の
活
性
化
に
よ
る

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
国
民
健
康
保
険
課（
本
庁
舎
１
階
）」で

は
、
国
民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
に
関
す
る
事
務
を
取
り
扱
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ら
の
組
織
改
編
に
伴
い
、

「
防
災
推
進
室
」、「
健
康
づ
く
り
課
」は
廃

止
さ
れ
ま
し
た
。

問
行
政
経
営
課
行
革
推
進
係

（
☎
内
線
２
２
１
６
）

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　
こ
れ
ま
で
の
高
額
療
養
費
制
度
の
仕
組

み
で
は
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
は
、
ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担

限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
い
っ

た
ん
そ
の
額
を
支
払
っ
て
も
ら
い
、後
日
、

加
入
す
る
健
康
保
険
な
ど
か
ら
高
額
療
養

費
と
し
て
払
い
戻
し
て
い
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
4
月
1
日
か
ら
は
、
医
療
機

関
な
ど
の
窓
口
に「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

な
ど
を
掲
示
す
れ
ば
、
入
院
時
と
同
じ
よ

う
に
限
度
額
を
超
え
る
分
を
支
払
う
必
要

が
な
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護
事

業
者
に
つ
い
て
も
同
じ
取
り
扱
い
で
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
交
付
対
象
と

な
る
人
は
、
下
表
を
参
考
に
し
て
、
加
入

す
る
健
康
保
険
な
ど
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　
日
向
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
の「
限
度
額
適
用
認
定
証
」の
申

請
窓
口
は
、
市
役
所
１
階
⑦
番
窓
口
国
民

健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係
お
よ
び
東

郷
総
合
支
所
総
合
窓
口
で
す
。

　
た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
と

交
付
さ
れ
な
い
が
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に「
限

度
額
適
用
認
定
証
」を
提
示
し
な
い
場
合

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
の
取
り
扱
い
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

　
（
☎
内
線
２
１
５
４
）

「限度額適用認定証」を申請して、窓口に提示してください－。

高額な外来診療受診者 事前の手続き 病院・薬局などで

・70歳未満の人 
・70歳以上の非課税世帯などの人 

加入する健康保険などに
「限度額適用認定証」の交付
を申請してください 

「限度額適用認定証」を窓
口に提示してください

・70歳以上75歳未満で、 非課税   
   世帯などではない人 必要ありません 「高齢受給者証」を窓口に

提示してください 

・75歳以上で、 非課税世帯などで
   はない人 必要ありません 

「後期高齢者医療被保険者
証」を窓口に提示してくだ
さい 

▲玄関前に設置していた旧看板を、新しい看板に架
け替えました（２月27日）

市役所の行政組織を、一部変更しました－。

◉外来診療における「限度額適用認定証」の交付対象および手続き
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今
回
は
私
の
母
校
、
ア
ル
バ
ー
タ

大
学
に
つ
い
て
、
紹
介
し
ま
す
。

　

ア
ル
バ
ー
タ
大
学
は
、
カ
ナ
ダ
の
西

部
ア
ル
バ
ー
タ
州
エ
ド
モ
ン
ト
ン
に
あ

る
州
立
の
総
合
大
学
で
、「
学
問
に
お
い

て
顕
著
な
功
績
を
残
す
こ
と
に
よ
り
、

人
心
が
奨
励
さ
れ
る
よ
う
に
」と
い
う
ビ

ジ
ョ
ン（
構
想
）の
も
と
、
１
９
０
８
年

に
創
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

研
究
機
関
と
し
て
も
世
界
か
ら
注
目
さ

れ
て
お
り
、
特
に
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（
超
精
密
技
術
）分
野
は
世
界
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
は
国
立
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
所
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
問
だ
け
で
は
な
く
、
ス
ポ
ー

ツ
に
お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
て

い
ま
す
。
大
学
に
は
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
や
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
な
ど

全
13
種
目
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
が
、

各
種
目
と
も
こ
の
30
年
内
、
国
内
の
大

会
で
最
も
多
く
優
勝
し
て
お
り
、
こ
の

こ
と
は
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
の
誇
り
で
す
。

　

私
は
、
こ
の
ア
ル
バ
ー
タ
大
学
で
、

経
済
学
と
日
本
語
を
学
び
、
い
ず
れ
も

「
優
等
学
士
号
」で
卒
業
し
ま
し
た
。

　

在
学
中
に
学
ん
だ
こ
と
が
、
い
ま
の

国
際
交
流
員
の
仕
事
で
も
と
て
も
生
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
し
、
海
外
留
学
を

考
え
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
ア
ル

バ
ー
タ
大
学
を
お
勧
め
し
ま
す
！

ア
ー
ル
の
日
向
見
聞
録
第十五話

国
際
交
流
員

「私
の
学
ん
だ
Ｕ
オ
ブ
Ａ
（ア
ル
バ
ー
タ
大
学
）」　

の
巻

▲

人がまちをつくる
Human

財
光
寺
農
業
小
学
校
の
取
り
組
み
、
平
成
23
年
度
地
域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
に
輝
く

Human人がまちをつくる

鍬く
わ

を
持
ち「
収
穫
の
よ
ろ
こ
び
」を
学
ぶ―

。

「
初
め
て
穫
れ
た
野
菜
は
、

ご
先
祖
さ
ま
に
お
供
え

す
る
。
嫌
い
な
野
菜
も
作
る
。
苦
労

が
い
や
な
子
は
入
れ
な
い
」な
ど
が

農
業
小
学
校
の
決
ま
り
。

　
農
業
体
験
を
通
じ
て
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
に
食
や
命
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
る
財
光
寺
農
業
小
学
校（
二

見
順よ

り
お雄
校
長
）が
、
平
成
23
年
度
地

域
づ
く
り
総
務
大
臣
表
彰
の
団
体
表

彰
に
選
ば
れ
た
。

　
同
校
は
、
地
域
の
農
業
経
験
者
な

ど
が
先
生
と
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

に
自
然
の
仕
組
み
や
農
業
の
役
割
な

ど
を
教
え
る
と
と
も
に
、
汗
を
流
し

て
農
作
物
を
育
て
て
収
穫
の
よ
ろ
こ

び
を
実
感
さ
せ
、
思
い
や
り
や
や
さ

し
さ
を
養
お
う
と
平
成
21
年
４
月
に

開
校
。
お
よ
そ
１
５
０
０
平
方
㍍
の

畑
で
、
1
年
を
通
じ
て
ト
マ
ト
や
大

根
な
ど
季
節
の
農
作
物
を
育
て
る
。

　

登
校
日
は
、
毎
月
第
１
、３
土
曜

日
。
こ
れ
ま
で
に
81
人
が
学
び
、
昨

年
度
は
市
内
の
小
学
5
・
6
年
生
28

人
が
卒
業
し
た
。
昨
年
4
月
に
は
、

子
ど
も
た
ち
が
発
案
し
た
、
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
ヘ
自
分
た
ち
が
育

て
た
玉
ね
ぎ
約
１
０
０
０
個
を
送
る

取
り
組
み
が
注
目
を
集
め
た
。

　
今
回
の
審
査
で
は
、
①
シ
ニ
ア
世

代
と
子
ど
も
た
ち
や
、
支
援
す
る
地

域
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
。
②
九
州
で
初
め
て
の
取
り

組
み
で
、
近
隣
の
小
学
校
に
も
広
が

っ
て
い
る
こ
と
。
③
農
業
に
元
気
を

与
え
、
さ
ら
に
シ
ニ
ア
世
代
の
生
き

が
い
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
。
④
幼
年
期
の
自
然
体
験
と
地
域

の
農
業
体
験
者
と
の
交
流
が
、
重
要

な「
故
郷
力
創
造
」の
力
に
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
「
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
理
解
と

支
援
が
あ
り
、今
回
の
受
賞
が
あ
る
。

こ
れ
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば

り
た
い
」と
二
見
校
長
。
ス
タ
ッ
フ

は
現
在
、
４
月
に
入
学
す
る
子
ど
も

た
ち
と
の
新
し
い
出
会
い
を
楽
し
み

に
、鍬
を
持
ち
準
備
の
真
っ
最
中
だ
。

文 : カナダから来た
第10代日向市国際交流員
アール　アミーン　ザッカ（24）

まちかど
フリートーク

在 宅の重症心身障がい児（者）を対象
にした通園施設を、瀧井病院内に

開設しました。本人はもちろん、家族が
ゆとりを持って生活できるよう医療、保
育をサポートします。必要な医療ケアと
ともに日中の活動の場として、ぜひ利用
してほしいですね。気軽に問い合わせを。

日向支部支部長

西澤　文
ふみはる

治 さん
（財光寺：73歳）

宮 崎マスターズ陸上競技連盟日向支部
は発足から22年を迎えます。生涯ス

ポーツの信念のもと、順位に関係なく、楽
しみながら競技会に参加することがモット
ーです。女性25歳以上、男性30歳以上であ
ればどなたでも会員になれます。皆さんも
いっしょに楽しい汗を流してみませんか？

～ しっかりと大地に根～  つくしのようにまっすぐ希望に向かって

絆をバトンに !!　～平成24年度会員を募集しています～　

Ｂ型通園　「つくし園」

角
つのくま

熊　弘美 さん
（財光寺）

このコーナーでは、取材先などで出会った「まちのひと」たちの声を紹介します。

医療法人社団慶城会　瀧井病院
Ｂ型通園　『つくし園』
日向市大字塩見11652　☎52・2409

義援金は被災地に
　東日本大震災からの復興を支援
しようと３月３日、　市文化交流
センター小ホールで「国際交流チ
ャリティー音楽祭」を開きました。
　市内で活躍するさまざまな音楽
団体の皆さんが楽しい曲を披露し
てくれました。来場いただいた大
勢の皆さんに心から感謝します。
　会場で皆さんから寄せられた
募金39,831円と物品販売益金
33,400円は、義援金として被災
地へ送らせていただきました。
ありがとうございました。アール

▲市内のさまざまな音楽団体が集っ
た「国際交流チャリティー音楽祭」

宮崎マスターズ陸上・会員募集中
年会費は4,000円、申し込みは７月31日まで。
　090・8393・0928（西澤）

宮崎マスターズ陸上競技連盟

スタッフ　写真左から、栽培科長の赤木紀男さん（71歳・財光
寺）、校長の二見順雄さん（72歳・財光寺）、耕作科長の岩﨑
壽
ひ さ お

男さん（69歳・平岩）、事務長の若松英俊さん（69歳・高砂町）、
監事の三田明さん（74歳・財光寺）。写真にはいないが、河野
浩さん（53歳・財光寺）が会計を務める。

平成24年度入学希望者を募集しています
市内小学校に在学する５・６年生が対象。
定員は30人（定員を超えた場合は抽選）。募
集要項などは、それぞれの小学校を通じて
配付する予定。申し込みは４月13日㈮まで。
http://takarakko-agri.blogspot.jp/
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平
成
22
年
に
初
入
港
し
、
た
く
さ
ん

の
人
を
魅
了
し
た
海
外
か
ら
の
大
型
ク

ル
ー
ズ
客
船
が
５
月
、
再
び
細
島
港
へ

入
港
し
ま
す
。

　

今
回
、
入
港
す
る
の
は「
コ
ス
タ
・

ビ
ク
ト
リ
ア（
７
万
５
千
㌧
）」で
、
上

海
を
出
港
、
韓
国
、
日
本
を
巡
る
ク
ル

ー
ズ
の
最
終
寄
港
地
が
細
島
港
。
お
よ

そ
２
千
人
が
県
内
の
観
光
地
巡
り
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
み
、
日
本
文

化
を
堪
能
す
る
予
定
で
す
。
港
で
は
、

物
産
展
や
郷
土
芸
能
の
披
露
な
ど
で
観

光
客
の
皆
さ
ん
を
も
て
な
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
来
場
い
た
だ
き
、
み

ん
な
で
入
港
を
歓
迎
し
ま
し
ょ
う
。

◉
入
港
日　

5
月
21
日
㈪
、
26
日
㈯
、

31
日
㈭
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
入
港
、

午
前
０
時
出
港（
予
定
）。

◉
場
所　
細
島
工
業
港
1
・
2
号
岸
壁

問
日
向
市
細
島
港
ク
ル
ー
ズ
客
船
受
入

協
議
会
事
務
局
＝
観
光
振
興
課
観
光
振

興
係（
☎
内
線
２
６
５
３
）

広域情報掲示板

海
外
大
型
ク
ル
ー
ズ
客
船
入
港

み
ん
な
で
歓
迎
し
よ
う

　
第
18
回
日
向
ひ
ょ
っ
と
こ
マ
ラ
ソ
ン
IN
日
向

岬
が
３
月
11
日
、
お
倉
ケ
浜
総
合
公
園
を
ス
タ

ー
ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
コ
ー
ス
で
開
か
れ
、
２

㌔
、
５
㌔
、
10
㌔
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
ひ

ょ
っ
と
こ
の
部
５
㌔
（
走
り
方
は
自
由
、
計

測
あ
り
・
な
し
）の
６
種
目
に
、
過
去
最
多
の

１
７
６
７
人
が
出
場
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
市
制
施
行
60
周
年
を
記
念
し

て
、
東
京
国
際
女
子
マ
ラ
ソ
ン
や
パ
リ
マ
ラ
ソ

ン
で
優
勝
経
験
の
あ
る
谷
川
真
理
さ
ん
を
ゲ
ス

ト
ラ
ン
ナ
ー
に
迎
え
ま
し
た
。
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ

ン
に
参
加
し
た
谷
川
さ
ん
は
、
最
大
高
低
差
お

よ
そ
70
㍍
の
日
向
岬
を
周
回
す
る
起
伏
の
激
し

い
コ
ー
ス
を
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
４
３
４

人
と
と
も
に
楽
し
み
、
す
ば
ら
し
い
健
脚
を
披

露
。
大
い
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
発
着
会
場
の
サ
ン
ド
ー
ム
日
向
で
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
特
産
品
販
売
や
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
な

ど
で
来
場
者
を
歓
迎
し
、
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
に
よ
る
お
に
ぎ
り
や
豚
汁
の
振
る
ま
い
な

ど
も
あ
り
、
県
内
外
か
ら
参
加
し
た
た
く
さ
ん

の
選
手
を
心
か
ら
も
て
な
し
ま
し
た
。

　
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
コ
ー
ス
沿
い
に
は
た
く

さ
ん
の
市
民
が
応
援
に
立
ち
、
駆
け
抜
け
る
選

手
た
ち
に
大
き
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

日
向
岬
の
絶
景
で

自
ら
の
限
界
に
挑
戦
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今年から新たに大王谷公民館
が加わり２月25日、26日の２
日間、市中央公民館で３公立
公民館による合同発表会が開
かれました。公民館でそれぞ
れ活動する自主学習グループ
など52団体が参加。ステージ
発表や作品展示などで日ごろ
の生涯学習の成果などを披露
しました。26日のステージで
は社交ダンスやコーラス、踊
りなどを16団体が発表。たく
さんの市民が楽しみました。

中
央
・
日
知
屋
・
大
王
谷
公
民
館
が
合
同
発
表
会

ステージ発表や作品展示

１万５千人を超える犠牲者を
出し、戦後最悪の災害となっ
た東日本大震災発生から１
年。市は犠牲者の冥福を祈り
追悼の意を表するために３月
11日、市役所と東郷総合支
所に献花台を設置しました。
発生時刻前には、被災地から
の避難者や市民ら30人が献
花台まえに参列して献花。発
生時刻午後２時46分の追悼
サイレンに合わせ黙とうし、
追悼の祈りをささげました。

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
、
た
く
さ
ん
の
献
花

追悼サイレンに合わせ黙とう

竜巻が発生し多数の傷病者が
発生したと想定。細島工業港
岸壁で２月18日、集団災害事
故救急救護訓練があり、市郡
医師会や警察、消防、民間搬
送事業者などから約270人が
参加しました。現場に駆けつ
けた消防が負傷者を救助した
後、医師や看護師が患者の容
体から緊急度を判別するトリ
アージを実施。症状に応じて
搬送したり、応急手当をした
りする訓練などをしました。

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
大
規
模
災
害
に
備
え
て

映像伝送システムを活用

大
津
波　

そ
の
と
き
あ
な
た
は
ど
う
行
動
す
る

市中央公民館で２月28日、「地
震・津波から身を守る」をテー
マに防災講演会が開かれ、約
400人が参加しました。講師は
宮崎大学工学部村上啓介准教
授。「近い将来、大規模地震が
発生する確率は高い」としたう
えで、東日本大震災から得た
教訓として「個人の判断が命を
守る鍵。地域で連携した取り
組みを進めてほしい」と適切な
避難行動の重要性や自助と共
助の大切さなどを訴えました。

防災情報を有効に活用しよう

2012.02-03　Hyuga Times

人生60年を歩んでこられた皆
さんの節目をお祝いしようと
２月18日、市中央公民館で還
暦式が開かれ、還暦を迎えた
185人が参加。岩切孝治さん（迎
洋園）と直野チサトさん（福瀬）
に、市長が生涯現役証書を手
渡し「これからも地域の発展に
お力添えを」とお祝いの言葉を
送りました。代表して児玉達
三さん（平岩）が「健康に気をつ
け豊かなまちづくりにまい進
したい」と抱負を述べました。

還
暦
式
で
、
第
２
の
人
生
の
門
出
を
祝
う

市の発展とともに60年

細島港に２月28日から休養と
物資の補給のために停泊して
いた大型練習帆船「海王丸」。
海の貴婦人とも称されるその
姿を一目見ようと、市内外か
らたくさんの見物客が訪れま
した。３月２日、岸壁に集ま
ったたくさんの市民らの見送
りに、すべての乗組員がマス
トに登って「ごきげんよう」と
帽子を振る帆船で最高の儀礼

「登しょう礼」をして、東京晴
海ふ頭に向けて出港しました。

最
高
の
儀
礼「
登
し
ょ
う
礼
」に
大
き
な
拍
手

マスト高は最大50メートル

TOPICS
Hyuga Timesまちの話題

第18回日向ひょっとこマラソン IN日向岬

過去最多1,767人が出走



                  

☜携帯電話で撮影した写真を、左のＱＲコードでらくらく送信。誕生日の記念に、お子さんのかわいいい写真を投稿してみませんか？　
◉掲載対象＝今月1・2・3歳の誕生日を迎えた乳幼児。◉投稿方法＝Eメール（携帯含む）。子どもの氏名（ふりがな）・住所・年齢、保護者
の連絡先、および30文字程度のコメントを記載して、デジタルカメラや携帯電話などで撮影した高画質写真を添付して送信してください。
※投稿多数の場合、掲載できない場合もあります。◉送信宛先　　public@hyugacity.jp　問総務課秘書広報係（内線☎2235）

読者投稿コーナー　  1.2.3

Happy Birthday
誕生日おめでとう

携帯電話から送信も

黒木 太
たいよう

陽 ちゃん
１さい（平岩）

一歳おめでとう☆お兄ち
ゃんとなかよく大きくな
ってね！

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

今田 亮
りょうすけ

佑 ちゃん
１さい（富高）

いつもニコニコの亮くん
♪元気いっぱいすくすく
育ってね o(̂ - )̂o

上田 容平 ちゃん
１さい（仲深）

やんちゃな容平くん。お
誕生日おめでとう♪みん
な大好きだよ♡

小さな笑顔は未来の力 みんなで育てよう"ひゅうがっ子”

４
月
の
お
は
な
し
会

〜
親
子
で「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」〜

◉
場
所　
市
立
図
書
館

◉
乳
幼
児
向
け（
毎
週
木
曜
日
）

　
５
日　
12
日　
19
日　
26
日　

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
。

◉
幼
児
向
け（
毎
週
水
曜
日
）

　
４
日　
11
日　
18
日　
25
日　

　
午
後
３
時
30
分
か
ら
４
時
ま
で
。

◉
小
学
生
向
け（
毎
週
土
曜
日
）

　
７
日　
14
日　
21
日　
28
日

　
午
前
11
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
。

子
ど
も
映
画
上
映
会

◉
４
月
８
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
大
蔵
と
天
狗
ど
ん
」「
蛸
薬
師
」「
ハ

ロ
ー
キ
テ
ィ
の
桃
太
郎
」「
ポ
ム
ポ

ム
プ
リ
ン
の
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」の
４

本
。
合
計
上
映
時
間
は
60
分
程
度
。

◉
５
月
13
日
㈰　
午
前
10
時
30
分
～

「
雷
と
悪
者
」「
安
珍
清
姫
」「
赤
ず

き
ん
」「
最
後
の
一
葉
」の
４
本
。
合

計
上
映
時
間
は
60
分
程
度
。

新
し
く
入
っ
た
本

▼
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
口
蹄
疫（
宮
崎
日

日
新
聞
社
／
農
山
漁
村
文
化
協
会
）

▼
宇
宙
は
生
命
で
い
っ
ぱ
い
？
（
ア

ラ
ン
・
ボ
ス
／
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
）

▼
え
え
と
こ
ろ（
く
す
の
き
し
げ
の

り
／
学
研
教
育
出
版
）　
ほ
か
。

ブックスタート展開中

本に親しみ、こころすこやかに
問市立図書館 ☎54・1919（春原町１–47）
　 http://www.lib.city.hyuga.miyazaki.jp
◉開館日および時間
　火曜～金曜日＝午前９時～午後６時30分	
　土、日、祝日＝午前９時～午後５時	
◉４月の休館日（１日と毎週月曜日は休館）

１日　２日　９日　16日　23日　30日
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、
１
９
９
２
年
に
イ
ギ
リ

ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
始
ま
っ
た「
赤
ち
ゃ
ん
と

本
を
通
し
て
楽
し
い
時
間
を
分
か
ち
合
う
こ
と
」

を
応
援
す
る
運
動
で
す
。
７
か
月
児
健
診
の
と
き

に
、
絵
本
や
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
冊
子
な
ど
が
入

っ
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
を
配
布
し
ま
す
。 

Let`s support child raising together in our community.

おすすめの本　〜 Recommended Books 〜

保
育
園（
塩
見
）☎
52
・
４
３
２
６

▼
ひ
よ
こ
保
育
園（
財
光
寺
）☎
54
・

５
５
０
８
▼
富
高
保
育
園（
富
高
）

☎
52
・
８
５
７
３
▼
日
向
台
保
育
園

（
富
高
）☎
52
・
８
５
７
４
▼
中
原
乳

児
保
育
園（
富
高
）☎
53
・
０
０
２
１

▼
長
江
保
育
園（
財
光
寺
）☎
54
・

９
６
０
０
▼
大
王
谷
保
育
園（
亀
崎

東
）☎
52
・
１
８
１
５
▼
伊
勢
ケ
浜

保
育
園（
中
堀
町
）☎
53
・
４
４
３
６

▼
往
還
保
育
園（
財
光
寺
）☎
54
・

０
３
３
８
▼
比
良
保
育
園（
比
良
町
）

☎
54・０
３
２
２
▼
日
向
保
育
園（
日

知
屋
）☎
53
・
５
５
５
１
▼
日
知
屋

保
育
園（
江
良
町
）☎
50
・
３
５
３
３

▼
山
陰
保
育
園（
東
郷
町
小
野
田
）☎

69
・
３
１
４
０　
　
　
　
（
50
音
順
）

　
市
内
20
の
認
可
保
育
園
で
組
織
す

る
保
育
協
議
会
は
、
こ
れ
か
ら
お
母

さ
ん
お
父
さ
ん
に
な
る
皆
さ
ん
に
保

育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ
い
を

も
つ
中
で
、
子
ど
も
の
姿
や
生
活
リ

ズ
ム
な
ど
を
見
て
も
ら
い
出
産
後
の

育
児
の
自
信
に
つ
な
が
る
よ
う
に

『
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
・
応
援
団
』事

業
を
始
め
ま
し
た
。

　
主
に
０
歳
の
子
ど
も
を
見
た
り
触

れ
合
っ
た
り
す
る
中
で『
赤
ち
ゃ
ん

っ
て
か
わ
い
い
！
子
ど
も
と
居
る
と

楽
し
い
！
』そ
ん
な
時
間
を
過
ご
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
気
軽
に
近
く
の
認
可
保
育
園

に
電
話
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
保
育
係

（
☎
内
線
２
１
６
４
）

◉
市
内
の
認
可
保
育
園（
所
）

▼
上
町
保
育
所（
富
高
）
☎
52
・

２
９
０
３
▼
細
島
保
育
所（
細
島
）☎

52
・
４
０
７
３
▼
岩
脇
保
育
園（
平

岩
）☎
57
・
１
９
５
５
▼
財
光
寺
保

育
園（
財
光
寺
）☎
54
・
２
２
３
１

▼
高
松
保
育
園（
美
々
津
町
）☎
58
・

０
２
０
０
▼
正
念
寺
保
育
園（
中
町
）

☎
52
・
３
４
１
５
▼
美
々
津
保
育
園

（
美
々
津
）☎
58
・
０
１
２
３
▼
塩
見

４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す

『
も
う
す
ぐ
パ
パ
マ
マ
・
応
援
団
』

日向市「子育て応援宣言」

おじいちゃんちのたうえ

今 日は、田植えの日。
しょうたろうもおじ

いちゃんの家の田植えを手
伝います。苗をあぜに運ん
だり、苗の空箱を片づけた
り…。一家総出で行う田植
えの様子と、春の田んぼ
の気持ちよさを描きます。

さこももみ／さく　講談社

食べたら種まき

食 べ 終 え た 野 菜 や 果
物。種を捨てずにま

いたら、また大きく育ちま
す。スイカ、メロン、いちご、
トマト、マンゴー、アボカ
ド、りんごなど、全18種
類のかんたん栽培法を完全
解説。

ヒナ／著　祥伝社

お城の地図帳

全 国各地にある900の
城を、豊富な写真・

地図とともに都道府県別に
紹介。城の所有者・城主、
国宝の有無、築城時期、遺
構などの情報も掲載する。
JR 全線・主要私鉄の路線
図付き。

本間るみ子／著　ナツメ社

①乳幼児にテレビ・ビデオを一
人で見せないようにしましょ
う。見る時は親も一緒に歌った
り、子どもの問いかけに答えた
りすることが大切です。
②食事中や授乳中は、なるべく
テレビをつけないようにしまし
ょう。
③乳幼児にもテレビの適切な使
い方を身に付けさせましょう。
見終わったら消すこと、ビデオ
は続けて反復視聴しないことな
ど、ルールを身に付けさせるこ
とも大切です。
　そうはいっても、テレビは生
活から切り離しにくくなってき
ています。親が食事を作る間な
どの忙しい時などにテレビを見
せている程度ならば心配ありま
せんが、長時間の視聴には注意
が必要です。だらだらとテレビ
を付けっぱなしにするようなこ
とはせず、上手な付き合い方を
考えていきましょう。
問こども課子育て支援係

（☎内線2196）

　今や私たちの生活に欠かせな
いものとなったテレビ。最近で
は、乳幼児向けの良質な内容の
テレビ番組も多く、忙しいお母
さんたちにとって、赤ちゃんや
小さな子どもがよろこぶビデオ
やテレビ番組は、時には良いベ
ビーシッターのような存在にな
っているかもしれません。
　しかし、大事な発達段階にあ
る小さな子どもにとって、テレ
ビは良いだけのものではありま
せん。日本小児科学会の調査に
よると、長時間のテレビ視聴は、
１歳６か月時点における意味の
あることば（有意語）の出現の遅
れと関係があることが分かりま
した。特に、テレビ視聴時に親
子の会話が少ない家庭のお子さ
んは、有意語出現が遅れる可能
性が高いと指摘しています。
　長時間にわたるテレビ視聴
は、小さな子どもの発達に影響
を及ぼします。そこで、テレビ
の視聴に関しては、次のことに
気をつけるようにしましょう。

楽しいテレビは、ルールを決めて

長時間のテレビは、子どもの発達に悪影響

✚おもちゃ病院ひゅうが

◉３か月児健診は、受診票を
持参して、市内医療機関で受
診してください。
対象＝平成24年１月生まれ
◉７か月児健診
対象＝平成23年９月生まれ
日時＝４月18日㈬
受付＝午後０時45分から
　　　　　１時15分まで
◉１歳児健康相談
対象＝平成23年３月生まれ
日時＝４月19日㈭
受付＝午前９時30分から10時
◉１歳６か月児健診
対象＝平成22年９月生まれ
日時＝4月12日㈭
受付＝午後１時から
　　　　　１時30分まで
◉３歳児健診
対象＝平成20年９月生まれ
日時＝４月25日㈬
受付＝午後１時から
　　　　　１時30分まで
◉会場 市民健康管理センター
※母子健康手帳を忘れず持参
を。なお、対象児の保護者に
は案内を郵送しています。
問子育て支援係（☎内線2196）

◉日時 ４月14日㈯、午後１
時から４時まで、日向市総合
福祉センター（富高207‒3）で。
問事務局 ☎66・0570（高橋）

乳幼児健診

日
向
市
東
臼
杵
郡
医
師
会

テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
53
・
１
２
１
４ 

http://hyuga-ishikai.jp/

※
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
受
診
前
に
、
必
ず
各
医
療
機

関
に
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
曜
・
祝
日
な
ど
の
在
宅
医

黒木 大
た い が

雅 ちゃん
２さい（財光寺）

元気いっぱい。お腹も常
にいっぱい！お兄ちゃん
となかよくね☆

奈須 陽
は る や

也 ちゃん
２さい（塩見）

お誕生日おめでとう。楓
果お姉ちゃんといつまで
もなかよく遊んでね。

広域連携による小児科医の日曜・祝日などの在宅当番医
期　日 病　院　名 電話番号
4月1日

（第１日曜日）
藤本内科小児科医院

（延岡市日出町1－21－1） ☎0983・34・6195

4月8日
（第２日曜日）

桜ヶ丘ファミリークリニック
（延岡市夏田町414－1） ☎0983・28・2280

4月15日
（第３日曜日）

ほうしやま子どもクリニック
（延岡市船倉町1－1－7） ☎0983・21・6551

4月22日
（第４日曜日）

赤須医院
（延岡市博労町5－5） ☎0983・21・3179

4月29日㈰
（昭和の日）

こどもクリニックたしろ
（日向市原町4－58－4） ☎0982・56・1515

4月30日㈪
（振替休日）

田原病院
（延岡市伊達町2－62） ☎0983・32・4987

①小児科についての診療時間は、午前９時から午後６時までで
す。②当番医は変更になる場合もありますので、受診前に必ず
電話で確認してください。
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歴史探訪

郷
土
の
文
化
財
�

坪
谷
の「
四
国
西
国
納
経
塔
」を
訪
ね
る

f o o d

w a l k

牧
水
の
里「
坪
谷
」。
尾
鈴
山
系
の
山

と
坪
谷
川
の
清
流
は
、
県
内
で
も

屈
指
の
自
然
遺
産
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
訪
れ
た
の
は
、
坪
谷
川
南
岸
に
あ

る
上
野
原
地
区
で
、
仲
崎
・
多
武
ノ
木
方
面

へ
通
じ
る
市
道
の
脇
に
、
高
さ
１
５
０
㌢
ほ

ど
の
石
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
石
塔
の
正
面
中
央
に
は「
四
国
西
国

納
経
塔
」と
あ
り
、
嘉
永
６（
１
８
５
３
）年

正
月
の
年
号
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
背

面
に
刻
ま
れ
た
造
立
趣
旨
か
ら
、
こ
の
石
塔

は「
寺
原
常
右
エ（
衛
）門
」が「
仲
崎
の
山
に

五
反
三
畝
の
土
地
を
開
い
た
」記
念
に
建
て

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
た
だ「
四
国
西
国
納
経
塔
」は
、
善
男
善
女

が
家
内
安
全
や
病
気
平
癒
、
商
売
繁
盛
な
ど

を
祈
願
す
る
た
め
西
日
本
の
観
音
霊
場
と
四

国
88
所
を
巡
り
、
各
所
に
仏
教
の
教
典
を
納

め
た
際
に
建
て
る
も
の
で
す
か
ら
、
上
野
原

の
納
経
塔
は
、
そ
う
し
た
宗
教
的
な
性
格
を

持
つ
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
納
経
塔
を
よ
く
観
察
す
る

と
、
常
右
エ
門
の
名
の
脇
に「
与
州
真
瑞
」の

文
字
が
見
え
ま
す
。
常
右
エ
門
は
、
四
国
伊

予（
愛
媛
県
）の
人
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
江
戸
時
代
は
人
の
移
住
が
困
難
な
時
代
で

あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
飢
饉

や
疫
病
、
大
災
害
な
ど
に
よ
り
、
人
口
が
減

っ
た
り
し
て
農
地
が
荒
廃
す
る
と
、
藩
が
領

内
の
寺
院
を
介
し
て
他
藩
か
ら
農
民
を
受
け

入
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
さ
ら
に
こ
の
納
経
塔
を
よ
く
調

べ
て
み
る
と
、背
面
に「
天
保
６（
１
８
３
４
）

年
は
大
変
な
凶
作
で
米
の
価
格
が
跳
ね
上
が

り
、
嘉
永
３（
１
８
５
０
）年
も
大
風
の
被
害

が
あ
り
、
米
が
値
上
が
り
を
し
た
」と
の
内

容
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
情
か

ら
、
こ
の
坪
谷
の
地
に
伊
予
か
ら
の
移
民
が

や
っ
て
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
こ
の
納
経
塔
だ
け
を
根
拠
に
し
て

歴
史
を
語
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
保
存
し
、
ま
た
常
右
エ
門
に
つ

い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

上野原にある「四国西国納経塔」

アクセス　東郷総合支所から国道446方面へ車で15分
文　文化スポーツ課文化財・文化振興係（☎内線6231）

健康一番

hea l th

　

健
診
は
自
分
の
健
康
状
態
を
知
り
、

深
刻
な
病
気
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
効
果
的
な
手
段
で
す
。

　
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た
め
に
、
積
極

的
に
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
病
が
怖
い
理
由
と
は

①
自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
く
、
気
付
い
た
と

き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

②
高
血
圧
と
糖
尿
病
な
ど
、
１
つ
だ
け
で
は

な
く
、
２
つ
３
つ
と
重
複
し
て
発
症
す
る
こ

と
が
多
い
。

　
生
活
習
慣
病
に
は
、
が
ん
・
心
臓
病
・
脳

卒
中
と
い
う
命
に
関
わ
る
重
大
な
病
気
や
、

糖
尿
病
や
痛
風
、
骨
粗
鬆
症
な
ど
の
生
活
の

質
を
下
げ
る
危
険
な
病
気
が
あ
り
ま
す
。　

生
活
習
慣
病
の
芽
を
摘
み
取
ろ
う

　
生
活
習
慣
病
を
発
症
さ
せ
、
進
行
さ
せ
て

い
く
大
き
な
要
因
は
、
①
食
生
活
の
乱
れ　

②
運
動
不
足　
③
ス
ト
レ
ス　
④
睡
眠
不
足

⑤
喫
煙　
⑥
過
度
の
飲
酒
の
６
点
で
す
。　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
を

い
か
に
上
手
に
解
決
で
き
る
か
が
鍵
に
な

り
、
健
診
は
そ
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

何
の
た
め
に
健
診
を
受
け
る
の
？　

①
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、
改
善
す
る
き
っ

か
け
に
す
る（
一
次
予
防
）

　
多
く
の
病
気
は
、
必
ず
し
も
加
齢
に
よ
る

も
の
だ
け
で
は
な
く
生
活
習
慣
の
結
果
、
起

こ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

健
診
を
受
け
る
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
、
日
常
生
活
の
中
で
、
ど
ん
な
点

に
注
意
し
た
ら
よ
い
か
が
わ
か
り
ま
す
。

②
病
気
を
早
期
発
見
し
、
早
期
治
療
に
つ
な

げ
る（
二
次
予
防
）　

　
ほ
と
ん
ど
の
生
活
習
慣
病
は
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
。

　
多
く
の
病
気
は
、
発
見
が
早
い
ほ
ど
治
る

確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
初
期
の
段
階
で
体

の
異
常
を
逃
さ
な
い
た
め
に
は
、
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

問
い
き
い
き
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

　
（
☎
内
線
２
１
１
１
）

健
康
の
た
め
に
健
診
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う

健
診
は『
転
ば
ぬ
先
の
杖
』で
す

地球共生事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
は
、
家
庭

か
ら
排
出
さ
れ
る
資
源
物
や
ご
み

と
は
異
な
り
、
そ
の
性
状
や
材
質
に
よ
っ
て

市
で
は
処
理
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
市
は
、
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄

物
の
処
理
施
設
へ
の
受
入
基
準
を
昨
年
６
月

か
ら
見
直
し
、
試
行
期
間
を
経
て
、
平
成
24

年
４
月
１
日
か
ら
完
全
実
施
し
ま
す
。

　
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
は
、
法
に
よ
っ

て「
産
業
廃
棄
物
」と「
事
業
系
一
般
廃
棄
物
」

と
に
区
分
さ
れ
、
事
業
者
自
ら
の
責
任
に
お

い
て
こ
れ
ら
を
適
正
に
処
理
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
見
直
し
で
、
産
業
廃
棄
物
を
事
業

系
一
般
廃
棄
物
と
し
て
市
の
処
理
施
設
へ
搬

入
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
産
業
廃
棄
物
の
う
ち
、
従
業
員

の
飲
食
な
ど
個
人
消
費
に
伴
う
も
の
や
、
家

庭
日
用
品
程
度
の
事
務
用
品
小
物
に
限
っ
て

は
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
と
合
わ
せ
て
市
の

処
理
施
設
で
受
入
れ
ま
す
。
な
お
、
廃
棄
物

の
処
理
施
設
へ
の
直
接
搬
入
時
に
、
施
設
受

入
の
担
当
係
員
が
確
認
の
た
め
に
質
問
す
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
の
一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
許

可
業
者
と
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
・
処
理
に

つ
い
て
委
託
契
約
を
結
ん
で
適
正
に
処
理
す

る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
そ
れ
ぞ
れ
の
許
可
業
者
に
委
託
す

ecology

る
場
合
の
料
金
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市
内
の
許
可
業
者（
50
音
順
）

㈱
コ
ー
ソ
ク
☎
52
・
５
３
９
１
／
㈱
高
野
建

設
☎
52
・
４
６
０
７
／
㈱
日
向
衛
生
公
社

☎
54
・
５
１
１
１
／
㈱
日
向
紙
源
セ
ン
タ
ー

☎
52
・
６
９
０
３
／
㈱
や
ま
か
わ
興
産
53
・

７
０
６
７
／
栄
伸
開
発
㈱
☎
57
・
３
５
２
５
／

県
北
産
廃
事
業
協
同
組
合
☎
58
・
１
５
６
６
／

日
向
環
境
㈱
☎
57
・
２
４
６
６
／
ひ
ゅ
う
が
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
☎
55
・
０
０
５
５
／
㈲

１
．
２
．
３
☎
54
・
４
３
６
３
／
㈲
ク
リ
ー

ン
日
向
☎
53
・
３
１
０
９
／
㈲
日
吉
産
業
53
・

１
１
０
１
／
㈲
別
府
金
物
店
☎
52
・
４
７
６
８

「
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
」受
入
基
準
の
見
直
し

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
完
全
実
施

非常に危険です ～適正排出のお願い～

　プラスチック製容器包装の中に、危険物や不適物の混入
が見受けられます。回収や中間処理の際に非常に危険です。
危険物や不適物が混入しないよう、適正な排出をお願いし
ます。
混入していた危険物
包丁、カミソリ、ライター、乾電池など（実際の写真） 

　 　　　　　　
　

問環境整備課ごみ減量化推進室　☎53・2256

平成24年度　各種健診・がん検診のご案内

特定健診
・対象者＝40歳から74歳の日向市国民健康保険加入者
長寿健診
・対象者＝後期高齢者医療制度加入者
◉期間　平成24年5月から12月の間
※対象者には、個別に受診券を送付します。日向市国民健
康保険以外の人は、保険証の発行元へ問い合せてください。
がん検診　詳しい内容などは、自治会を通じて各世帯に配
布する「保存版受診マニュアル」をご覧ください。
※4月の班回覧で「集団検診」の申し込みを受け付けていま
す。また電話での受付もできますので、気軽に申し込んで
ください。
問いきいき健康課健康づくり係（☎内線2111）

　

 2012.4 　1415　 2012.4

道駅食楽日向サンパーク「４月のイベント情報」

道の駅とうごう「卯月のイベント情報」

道
の
駅
ひ
ゅ
う
が
に
春
の「
花
苗
」入
荷
、

と
れ
た
て
天
然「
山
菜
」も
ぞ
く
ぞ
く
と

さくら御膳
1,000円

◉お舟出の湯　レストラン潮音
　☎56・3800

春
の
季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー「
さ
く
ら
御

膳
」の
ご
紹
介
で
す
。
十
字
形
の
仕

切
り
が
あ
り
、
縁
の
高
い
か
ぶ
せ
蓋
の
あ
る

弁
当
箱
を
用
い
た
松
華
堂
弁
当
風
に
な
っ
て

い
て
、
桜
も
ち
や
桜
湯
も
つ
い
た
春
の
彩
り

い
っ
ぱ
い
の
料
理
で
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◉お舟出の湯営業時間　午前10時から午後10時まで。
◉４月の休館日　２日㈪　16日㈪
日向サンパーク温泉お舟出の湯 ☎56・3800
◉定期寄席　４月28日㈯、午後１時から。
春の行楽は、サンパークへ
サンパーク施設内には、たくさんの遊具やテニスコート、
オートキャンプ場などがあり、子どもから大人まで楽し
めます。ご家族揃ってお越しください。
電気風呂を新設　毎日利用できるようになりました。

寒
さ
も
和
ら
ぎ
、
春
ら
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
市
場
で
は

春
の
山
の
恵
み
、
わ
ら
び
、
せ
り
、
ぜ
ん
ま

い
、
ふ
き
の
と
う
、
だ
ら
の
芽
な
ど
の
出
荷

が
最
盛
期
で
す
。
今
し
か
食
べ
れ
な
い
旬
の

味
を
、
ど
う
ぞ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。とれたて天然山菜

◉ふるさと市場
　☎68・3070

「お舟出とくトクカレンダー」
　  市ホームページからも簡単アクセス！
　　http://ww2.wainet.ne.jp/~sunpark/
☜携帯電話からはＱＲコードで！

ふるさと市場　
新鮮野菜・椎茸・果実などが続々入荷中。
◉日時　毎週水曜日と、土・日・祝日。午前８時から午
後５時まで。
ふるさと味工房　そば打ちや、とうふ・こんにゃくづく
りなどが体験できます。要予約 ☎68・3070
物産センター詩季彩　レストラン人気メニューは、牧水
そば。奥日向路のお土産物など多数品ぞろえ。
東郷町ふるさと公社 ☎68・3072
◉営業時間　午前８時30分から午後６時まで。
牧水公園　コテージ・テニスコートを利用しませんか？
◉営業時間　午前８時30分から午後５時まで。
牧水公園ふるさとの家　☎69・7720 f o o d



くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

～日向の魅力をＰＲ～
日向ひまわりレディを募集

　㈳日向市観光協会は、日向市を明る
く元気に PR してくれる2012日向ひま
わりレディを募集中です。市内や県内
をはじめ、全国各地で開かれる各種イ
ベントなどにも参加していただきます。
◉応募資格　８月１日現在で満18歳
以上の未婚女性。協会が依頼する各種
行事に１年間支障なく参加できる人。
◉募集定員　若干名
◉応募締切　５月31日㈭
◉特典　選ばれた人には賞金10万円
を贈呈。賞状とトロフィーを授与し、
制服一式を支給します。
◉任期　８月１日から翌年７月31日ま
での１年間。
◉応募方法　既定の応募用紙に必要事
項を記入し、履歴書と観光に関する作

文（800字程度）を添えて応募を。
 社団法人日向市観光協会事務局

☎55・0235　

５月13日㈰
美々津～平岩まで「歩こう会」

　市は、健康増進や地域の魅力を再発
見してもらおうと、次のとおり歩こう
会を開きます。日向灘を眺め潮風を感
じながら歩いてみませんか。
◉日時　５月13日㈰、午前８時20分
から午後０時10分まで。※集合は日
向市駅に８時20分。その後、JR で美々
津駅に移動します。現地（美々津駅）集
合もできます。
◉定員　100人
◉行程　美々津駅～美々津町並～日向
サンパーク～金ヶ浜～南日向駅（およ
そ8.5㎞）
◉申込　５月８日㈫まで。
◉参加料　無料（電車代は実費）
◉申込方法　電話、ファクシミリまた
はメールで。詳細は問い合わせを。

 文化スポーツ課スポーツ振興係
☎53・4791　  56・0018

bunka@hyugacity.jp

自主学習グループ（自主学級）
～開設者を募集～

　市は、下記の分野において10人以上
の仲間同士が集い、自主的に自己研鑽、
地域づくりに繋がる学習や創作活動を
実践する自主学習グループを募集しま
す。活動期間は６月から翌年３月まで
で、月一回程度の活動を実施していた
だきます。
　補助制度や定数がありますので、詳
しくは問い合わせてください。
◉家庭教育学級　各小中学校、幼稚園
等単位の保護者などが対象
◉高齢者学級　地域のおおむね65才以
上のグループが対象
◉女性学級　地域の女性グループが対
象
問生涯学習課生涯学習係（内線☎6242）

読者アンケートにご協力を
～プレゼント抽選あり～

　市民の皆さんに市政の動きやまちの
動きなどを、よりわかりやすく伝え、
より親しんでもらえるような広報紙を
つくろうと、読者アンケートを企画し

ました。
　読者の皆さんの率直な意
見、感想、要望などを左の
ハガキで、ぜひ聞かせてく
ださい。寄せられた意見な
どを、今後の紙面づくりに
役立てます。
　なお、郵送のほか、市役
所、支所窓口などでも受け
付けています。プレゼント
抽選の締切は５月７日㈪で
す。たくさんの皆さんから
のご意見、ご感想をお待ち
しています。
問総務課秘書広報係
　（☎内線2235）

募　集
Recruit

問は問い合わせ先、 は申請、または申し込み先の略です。

日向市役所 ☎52・2111㈹　東郷町地域自治センター ☎69・2111㈹
ホームページで最新情報をチェック！ http://www.city.hyuga.miyazaki.jp/

▶サークル＝ミニバレー、バドミント
ン、卓球、ソフトテニス、グラウンド・
ゴルフ、健康空手、囲碁、ミニテニス、
カラオケ
▶教室＝エアロビクス、フォークダン
ス、健康体操、社交ダンス（初級）、フ
ラダンス、小学生ソフトテニス　
▶大会＝男女混合ミニバレー、グラウ
ンド・ゴルフ、バドミントン、ミニテ
ニス、囲碁　
▶市受託事業＝キッズ体力向上プロジ
ェクト、バリアフリースポーツ教室

 同事務局（日向市体育協会事務局
内）   080・5260・1515

himukayouyou@gmail.com

環境保全型農業の
認定を受けませんか？

　日向市環境保全型農業推進協議会
は、平成24年度環境保全型農業認証
の希望者を次のとおり募集します。
　有機肥料を利用して、減農薬、減化
学肥料野菜などの栽培に取り組んでみ
ませんか？
◉募集締切　４月27日㈮
◉農薬基準　栽培する作物によって基
準が異なります。
◉申請手続　事務局に備える認証申請

～市の内部評価は適切か～
市行政評価委員会委員募集

　市の事業について、市職員による内
部評価が適正に行われているかを第三
者の視点でチェックする日向市行政評
価委員会の補充委員を、次のとおり広
く市民から募集します。
◉任期　平成25年３月31日まで。
◉会議の開催予定　6月から12月の
間、10回程度（１回３時間程度）
◉募集人員　2人
◉応募資格　市内に在住または勤務す
る人で、市の職員および議員でない人。
◉応募方法　市役所行政経営課などで
配布する指定の応募用紙を、直接持参、
または郵送、ファクシミリ、メールで。
◉募集締切　4月27日㈮
◉選任方法　応募者が募集人員を越え
た場合は、書類審査（作文、男女比率、
年齢構成など）により選考。
◉報償費・旅費　会議出席の際は、市
の規定による報償費・旅費を支給。
問行政経営課行政経営係

（内線☎2217）　  52・1455
gyousei@hyugacity.jp

新しいことに挑戦！
ひむか YOU ゆうクラブ

　総合型地域スポーツクラブ「ひむか
YOU ゆうクラブ」は、平成24年度会員
を募集しています。
　お気に入りのスポーツ・生涯学習プ
ログラムを見つけて、生きがいづくり、
仲間づくりに参加してみませんか。
◉会員登録のメリット　会員になると
すべてのサークルにいつでも無料で参
加できます。また、教室・大会などに
会員料金で参加できます。
◉会員登録料　4,000円（年度登録＝
入会から翌年３月まで）。入会金は不
要です。

書、年間栽培計画書を事務局に提出す
る。※書類審査や現地調査し認証。
◉認証特典　認証を受けたほ場へ、堆
肥などの資材費用の一部を補助。また
認証シールを貼って道の駅「とうごう」
などで販売できます。新規販売者は別
途登録が必要です。
問日向市環境保全型農業推進協議会事
務局＝農業水産課農業振興係（内線☎
2313）
　

地域教育力活性化推進事業
受託団体を募集します

　市は、地域の大人と子どもによる自
然体験や伝統文化伝承活動など、世代
間交流を通し、子どもたちがたくまし
く生きる力を育む活動を推進する、地
域教育力活性化推進事業受託団体を次
のとおり募集します。
　委託する団体には、10万円を上限
として、活動に対する委託料を支払い
ます。
◉申込締切　５月９日㈬
◉提出書類　事業計画書、収支予算書
◉その他　申込者多数の場合や、事業
内容審査の結果によっては、委託でき
ないこともあります。
問生涯学習課生涯学習係（内線☎6242）

募集種目 募集人員（全国）
※参考＝平成23年度

資格 受付
締切

試験期日
および合格発表 入（校）隊

幹部候補生
（一般・飛行）

男子
・陸上　約145人
・海上　約 70人
・航空　約 65人

女子
・陸上　約 10人
・海上　約 10人
・航空　約 5人

技術
・海上　約20人

20歳以上
26歳未満
22歳未満の
人は大卒見
込み含む

4/27

一　次 5/12・13
13は飛行要員のみ

Ｈ25年
３月下旬

〜
４月上旬

二　次
6/12
〜 15

指定する1日

最終
合格発表

陸上 8/3
海上 8/3
航空 9/7

～平和を仕事にする～　平成24年度自衛官募集案内8 8 3 8 5 5 5

p o s t  c a r d

日向市本町10番5号
日向市役所 総務課 秘書広報係

Hyuga City Public Relations

広報 読者アンケート

50円切手を
貼ってポストに

投函してください ふりがな

氏名

性別 /　　男・女　　　年齢 /　　　　歳

住所

電話番号　（　　　　）　　　−

希望するプレゼント（抽選で各10人）

　□お舟出の湯「ペア入浴券1000円相当」

　□道の駅とうごう「お食事券1000円分」

　□海の駅ほそしま「お食事券1000円分」





※募集種目には上記のほか、歯科・薬剤師幹部、医科・歯科幹部、
予備自衛官補があります。詳細は問い合わせてください。

問自衛隊日向地域事務所　☎52・6914
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くらしの相談日　まずは気軽に相談してください。
行
政
相
談

◉
４
月
18
日
㈬
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
社
会
福
祉
協
議
会
東

郷
支
所
で

※
毎
月
第
２
、
第
３
金
曜
日
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
正
午
の
間
、
市
文
化

交
流
セ
ン
タ
ー
内
男
女
共
同
参
画
社

会
づ
く
り
推
進
ル
ー
ム「
さ
ん
ぴ
あ
」

で
も
受
付
中
。
☎
55
・
１
６
６
０

法
律
相
談（
☎
要
予
約
）

◉
４
月
18
日
㈬
、
午
前
９
時
30
分
か

ら
午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
市
民
相
談
係（
☎
内
線

２
１
４
０
）へ
事
前
予
約
を
。

障
が
い
者
・
難
病
者
相
談

◉
毎
週
金
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
正

午
ま
で
、市
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー「
あ

い
と
ぴ
あ
」で
。
☎
52
・
５
４
３
４

出
張
年
金
相
談（
完
全
予
約
制
）

　
待
ち
時
間
の
短
縮
の
た
め
に
、
平

成
24
年
４
月
か
ら
完
全
予
約
制
に
な

り
ま
し
た
。

◉
4
月
26
日
㈭
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
、
市
中
央
公
民
館

で
。
市
民
課
国
民
年
金
係（
☎
内
線

２
１
３
２
）ま
た
は
延
岡
年
金
事
務

所
☎
０
９
８
２
・
21
・
５
４
２
４
へ

事
前
予
約
を
。
相
談
者
は
年
金
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
の
説
明
会

◉
4
月
16
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
11

時
ま
で
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
。

女
性
に
よ
る
女
性
の
た
め
の
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
月
、火
、

木
、
金
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で
、「
さ
ん
ぴ
あ
」で
。
☎
55
・

１
６
６
０

青
少
年
相
談

　
電
話
ま
た
は
面
接
相
談
。
毎
週
火

曜
か
ら
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。対
象
は
幼
児
、小・中・

高
校
生
、
青
年
な
ど
。
青
少
年
育
成

セ
ン
タ
ー
内
青
少
年
相
談
室
ま
で
。

☎
54
・
８
１
８
１

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
☎
要
予
約
）

　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
誰
か

に
相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
精
神

の
病
気
、こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
し
て
、

精
神
科
医
と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

◉
４
月
17
日
㈫
、
午
後
１
時
か
ら
午

後
３
時
30
分
ま
で
、日
向
保
健
所
で
。

予
約
は
☎
52
・
５
１
０
１
へ
。

中
小
企
業
の
無
料
経
営
相
談
会

　
㈶
県
産
業
支
援
財
団
の
専
門
員
が

経
営
を
ア
ド
バ
イ
ス
。
市
内
の
が
ん

ば
る
中
小
企
業
を
応
援
し
ま
す
。

◉
４
月
９
日
㈪
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
３
時
ま
で
、
日
向
地
区
中
小
企
業

技
能
セ
ン
タ
ー
で
。
相
談
は
無
料
で

す
。
商
工
港
湾
課
商
工
振
興
係（
☎

内
線
２
６
３
６
）へ
事
前
予
約
を
。

あなたの参加を必要としています
　日向市消防団は４月１日から新体制
でスタートしました。地域防災の中核
として重要な役割を担う消防団は、現
在団員数に十数人の定数割れが生じて
います。市内に居住または勤務してい
る18歳以上で「自分が暮らしている地
域の安全と安心を守りたい」、そんな
思いがあれば、誰でも参加できます。

問日向市消防本部 ☎52・2840

２月中の出動件数
救　急 火　災 救　助
209 ５ １

４月は交通・地域安全運動期間
　子どもたちが安全に登下校できるよ
う、今年も新入学児全員に県北生コン
協同組合から防犯ブザー、㈱西の丸か
ら交通安全ランドセルカバーの寄贈が
ありました。日ごろからＰＴＡや地域
ボランティア、警察、交通指導員、青
少年指導員などが見守り活動をして、
子どもたちの安全を支えています。

問市民課市民相談係（☎内線2140）

２月中の交通事故件数
人　身 物　損 （　）内は

対前年比49（＋1） 137（＋8）

Q. 平 成2 4年 度 の 国 民 年 金

保険料はいくらですか？

Ａ．国民年金保険料は、物価や

賃金の変動率などで決まり

ます。今年度の保険料は、これらの変

動率が低かったので、40円下がって

14,980円になります。保険料は定額

で収入や年齢に関係なく全国一律で、

前納した期間に応じて割り引かれる前

納制度や、納付書で納めるよりも有利

な口座振替制度もあります。

　また、付加年金制度というものもあ

り、保険料を400円上乗せして納め

ると、老齢基礎年金に付加年金（200

円×付加保険料納付月数）が加算され

ます。ただし、国民年金基金に加入し

ている人は付加保険料を納めることは

できません。

　納めることが困難な場合の免除や納

付猶予制度もあります。ただし、所得

制限などの一定の条件があります。

問市民課国民年金係（☎内線2132）ま

たは延岡年金事務所☎0982・21・

5424

くらしのはてな？に
やさしく答えます

S

▲

　被災地の市街地再生への取り組みが
本格化するなか、被災自治体では専門
職員が不足。市は４月から１年間、技
術職員１人を宮城県南三陸町に派遣す
る。これまで培った知識と経験を発揮
して、復興のためにがんばれ岳くん。

H

▲

　普段は花より団子ですが、満開の桜
だけはなぜか惹かれます。わずか数日
に限られながらも、他に例えようのな
い色彩です。日向の桜の名所といえば
どこでしょう？私は、日向岬での「海と
桜」の風景もなかなかだと思いますが

from Editor`s room 編集後記

くらしの情報
ひゅうが

INFORMATION

４月22日日
牧水の里のつつじ祭り

　７種、およそ３万本のつつじが、色
鮮やかに咲き誇る東郷町坪谷の「牧水
公園」。おだやかな春のひととき、家
族みんなで牧水の里のつつじ祭りを楽
しみませんか？
◉日時　４月22日㈰、午前10時から
午後３時まで（雨天中止）。
◉内容　各種演芸ステージ、花馬車、
乗馬体験、野点、テント村など。
※ガーデニング講習会は先着70人。参
加料は1,000円です。参加を希望する
人は、電話で申し込んでください。
問同実行委員会事務局＝東郷総合支所
東郷地域振興課 ☎69・3900

障害児通所支援などの窓口は
４月から市に変わります

　児童福祉法の一部改正により、知的
障害児通園施設、肢体不自由児通園
施設などへの通所、重症心身障がい児

（者）通園事業および18歳以上の障害

児施設入所支援の給付決定などに関す
る事務を取り扱う窓口が、４月１日か
ら児童相談所から市町村に変わりまし
た。各種手続きや相談など、気軽に問
い合わせてください。
問福祉課障がい者支援係（☎内線2171）

鉛製給水管の取り替えに
ご協力をお願いします

　日向市水道局は現在、主に平成元年
以前に給水工事を施工している住宅を
対象に、水道メーターの前にある鉛製
給水管をステンレス管に取り替える更
新工事を行っています。
　取り替え時期などは、委託業者が事
前に案内文書でお知らせします。この
業者は水道局が発行した身分証を携帯
しているので安心です。
　迷惑をおかけしますが、ご理解とご
協力をお願いします。
問水道課維持係　☎52・5229

コミュニティ助成事業（宝く
じ収益）で地域を応援

　
　㈶自治総合センターが宝くじの普及

広報活動とし
て行っている
コミュニティ
助成事業を活
用し、このたび奥野公民館が屋外放送
設備を整備しました。
　これにより、同地区の情報伝達手段
が迅速かつ正確になり、コミュニティ
活動の活性化、地域住民の交流が一層
深まることが期待されます。
　 ま た、 市 は
女性消防クラ
ブの活動を支
援 し よ う と、
同センターから助成を受け軽可搬消防
ポンプと女性消防クラブおよび消防団
員の活性化のために、組立水槽、信号
ラッパなどを購入。奥野地区婦人防火
クラブに配備しました。

お知らせ
Info

㈱日向サンパーク温泉提供
のお舟出の湯ペア入浴券10
組、道の駅とうごう内物産館
「詩季彩」提供のお食事券10
枚、海の駅「ほそしま」提供
のお食事券10枚、それぞれ
抽選で計30人にプレゼント。
締切は、５月７日㈪
（当日消印有効です）





広報ひゅうが読者アンケート　　 　　　　　　　

広報ひゅうがを読んだ率直な感想、意見、要望など、何でも好きなことを書いてください。

①あなたが毎月最も読むコーナーは？

②新設して欲しいコーナーは？

③掲載してほしい特集記事などは？

④文字の大きさは？　○で囲んでください。 大きい　　　小さい　　　ちょうど良い

Hyuga C
ity Public R

elation
s

広報 

読者アンケート

プレゼ
ント付

き

4月の納税
固 定 資 産 税 １期

納付期限　5月31日㈫
口座振替　4月25日㈬

税　目 ４月 ５月 ６月
市県民税 １期
軽自動車税 軽自
固定資産税 １期
国民健康保険税 １期
介護保険料1号 １期

納税は納期内に！
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人のうごき平成24年３月１日現在

人　口 63,013 人 （ －43 ）
男 29,861 人 （ －20 ）
女 33,152 人 （ －23 ）

世帯数 25,082 世帯 （ ＋3 ）

※数値は、平成22年国勢調査をもと
に算出した推計人口（現住人口）。外国
人登録者を含む。（ ）内は、対前月比。

２月中異動
単位：人

転入 転出 出生 死亡
128 142 39 68

市民が奏
かな

でる “ 交響 ” 空間
優しく 強く 温かい 人とまち

日向市

︹
今
月
の
歌
の
意
味
︺

　

幼
い
時
に
見
た
ふ
る
さ
と
の
春
の
野
が

忘
れ
ら
れ
な
く
て
、
赤
く
燃
え
て
い
る
野

火
を
じ
っ
と
見
て
い
る
。

︹
歌
の
鑑
賞
︺

　

大
正
10
年
の
早
春
の
作
で
あ
る
。
前

年
夏
か
ら
牧
水
は
自
然
の
豊
か
な
沼
津
に

移
り
住
ん
で
い
る
。
野
火
は
早
春
に
野
山

の
枯
れ
草
を
焼
く
火
で
あ
る
。

　
牧
水
は
野
火
の
炎
や
煙
を
眺
め
る
の
が

好
き
だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ふ
る
さ
と
の
坪

谷
で
幼
い
時
に
見
た
野
火
が
忘
れ
ら
れ
な

い
か
ら
だ
と
歌
っ
て
い
る
の
が
こ
の
歌
で

あ
る
。
坪
谷
で
の
自
然
体
験
が
牧
水
の
感

性
の
根
本
に
あ
る
と
言
え
る
。

伊
藤
一
彦（
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
長
）著

牧
水
か
る
た
百
首
鑑
賞「
命
の
砕
片
」よ
り

幼
く
て
見
し
ふ
る
里
の
春
の
野
の

忘
ら
れ
か
ね
て
野
火
は
見
る
な
り

牧
水

編
集

・
発

行
/日

向
市

役
所

総
務

部
総

務
課

若
山
牧
水
新
出
歌
公
開
展 

「家
族
へ
の
愛
」

　

４
月
14
日
㈯
か
ら
５
月
13
日
㈰
ま
で
、

東
郷
町
坪
谷「
若
山
牧
水
記
念
文
学
館
」で
。

若
山
牧
水
記
念
文
学
館

◉
開
館
時
間　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

ま
で
。

◉
休
館
日　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
除
く
）

◉
料
金　
高
校
生
以
上
３
０
０
円　
小
中

学
生
１
０
０
円

表紙のよこ顔

表紙写真は、市立細島保育
所の卒園児の皆さん。３月
17日の卒園式のあと、近
くの細島港に行ってみんな
で記念撮影しました。この
４月、小学校に入学する市
内児童は603人。市立小学
校の入学式は４月12日に
それぞれ開かれます。

　　
牧
水
が
生
涯
に
詠
ん
だ
歌
は
、
お
よ
そ

８
千
７
百
首
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
た
び
全

15
歌
集
な
ど
に
発
表
さ
れ
て
い
な
い
歌
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。

　
市
は
、
こ
の
貴
重
な
作
品
を
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
に
触
れ
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、「
家
族
へ
の
愛
」を
テ
ー
マ
に
し
た
新

出
歌
公
開
展
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

若
山
牧
水
新
出
歌
公
開
展 

「
家
族
へ
の
愛
」　

４
月
14
日
㈯
か
ら◀昭和２年の家族写真。

左から、牧水、みさき（長
女）、真木子（次女）、旅人（長
男）、富士人（次男）、喜志
子（妻）。撮影場所は、静
岡県沼津市の自宅。

　

新
し
く
見
つ
か
った
牧
水
の
歌
は
、
愛

す
る
家
族
を
あ
た
た
か
く
見
つ
め
る
牧

水
の
一
面
を
表
し
て
い
る
。

　

旅

・
酒

・
自
然
を
愛
し
た
歌
人
と
い

わ
れ
る
が
、
何
よ
り
家
族
を
大
切
に
し

た
の
が
牧
水
で
あ
る
。

　

今
回
は
牧
水
の
残
し
た
家
族
に
関
す

る
随
筆
な
ど
を
用
い
て
、
牧
水
の
家
族

愛
を
紹
介
す
る
。

▲見つかった半切
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